
研究発表

文献



背景

| 近年大規模言語モデル( LLM )の数が増加

• ChatGPT( OpenAI )，LLaMa( Meta )

• LLMの中でも，大規模のものと小規模のものがある．

| パラメータ
• 「パラメータ数」：言語モデルの規模を表す指標の一つ．

• モデルが学習する際に調整される変数のこと．

| 多様なLLM

• 大規模なLLM：計算コストやリソースが高いが，ハイスペック．

• 小規模なLLM：
モデルのサイズを抑えることができるが，高度な質問等の精度
は低い．
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問題

| 生成言語モデル多すぎ問題
• 簡単な質問に答えるのにハイスペックモデルを使うのは，
リソースの無駄遣い．

• ユーザが簡単な質問をするか，複雑な質問をするかを予想する
のは困難．

| LLMルーティング

• 入力されたクエリを分析し，そのクエリに適したモデルを
ルーティングする．

• パフォーマンスを維持しながら，コストを削減する．
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先行研究

| LLMカスケード

• 小さいモデルと大きいモデルのどちらを使用するかを判別できる．

• AutoMix，FrugalGPT

| 課題点
• 数多くあるLLMからどのLLMを選んでくるかがの方法が確立され
ていない．
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目的・アプローチ

| 大量にあるLLMから候補となるLLMを選ぶ

• 人がLLMの候補を選ぶより，機械的に候補を選別できる．

| アプローチ：モデルのメタ情報等の活用
• モデルのメタ情報

- モデルの構成要素の情報

• 必要な情報？

- モデルのメタ情報，モデルの評価…等？

• Hugging face( AI技術のGit Hubのようなもの )に登録されているモ
デルから，いくつか選び，それを表示させる．

• 例：text generationの分野から評価の高いものをとってくる．
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Hugging face

| AI技術のために提供されているオープンソース
プラットフォーム

• 「Transformers」がベース

• AIモデルやデータを共有したり利用したりできる．

• LLMのGitHubのようなもの．

| このプラットフォームの中からLLMを引っ張っていき
たい

• どのような情報が入っているか
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Hugging faceライブラリ

| huggingface_hub

• Hugging Face Hubと接続できる公式ライブラリ

• hf_hub_download()

- モデルやデータの特定ファイルをダウンロード

| モデルの構成情報 (config.json) 

• モデルの構成情報は事前に「config.json」に保存されている．

• config.json

- モデルをどう組み立てるかを記述したメタ情報ファイル
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config.json
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今後の研究指針

| config.jsonに入っている情報から，ルーティングに使用
できそうな情報の選定．

| LLMの情報を違う手法で収集できるか．

| 選んできたモデルに対しての性能の評価．
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